
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

施設等の老朽化により、今後、更新時期の到来及び多施
設を保有していることに伴う建設改良費等の経費が発生
することから、事業間の処理場統廃合を計画・実行し処
理場管理費等経費削減を行っている。
現在、事業を圧迫している経常経費を削減するため、不
明水対策及び処理場長寿命化工事計画を実行し、管渠更
生、汚水処理費及び電気代等削減を行っている。また、
上記計画に伴う企業債残高の増加が見込まれるが、合併
特例債等優位な企業債を活用することにより地方交付税
算入額の増加を見込んでいる。
また、平成28年10月から下水道使用料金改正（市内統
一）を行った。
（平成27年2月に美作市下水道事業中期経営計画、平成
27年8月に改訂版を策定済）

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が前年
度対比で1.81％増加している要因は、減価償却費の増に
よるものである。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指標と
なる管渠の経年化が法定耐用に達していないことであ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で1.86％増加している要因
は、平成28年10月使用分からの料金改正により、経常収
益が増加したためである。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で12.76％
増加している要因は、一般会計繰入金が現金ベースであ
ることによる現金支出のない減価償却費である。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
33.71％増加している要因は、建設事業費の減による支
払いに係る未払金の減である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比37.93％減少している要因は、管渠施設等下水道計画
が竣工していることによる償還元金の減少である。また
他団体との比率が低いのは、水洗化率にも反映している
が、下水道使用料金の回収が進んでいるためである。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で11.68％
増加している要因は、平成28年10月からの料金改正によ
るものである。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で
22.83％減少している要因は維持管理費の減である。
⑦処理水量等に係る施設利用率が前年度対比で5.71％増
加している要因は、年間有収水量の増加による１日平均
処理水量の増である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で0.38％増加
している要因は、水洗化人口微増のためである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 55.42 25.11 82.46 3,164 7,156 4.11 1,741.12 【】

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cd2 非設置 28,733

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

0.16

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.07 0.14 0.03 0.15 0.10

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

110.00

115.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 93.82 101.82 94.89 93.04 94.90

平均値 102.09 104.18 108.69 110.80 110.07

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 17.34 18.50 40.33 39.98 41.79

平均値 12.61 14.44 21.09 22.60 26.91

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 84.09 77.30 99.69 127.06 139.82

平均値 100.29 95.59 29.24 31.45 31.40

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 327.56 274.26 143.44 110.17 143.88

平均値 372.33 318.06 68.51 70.16 79.71

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 371.89 344.62 324.05 307.31 269.38

平均値 1,309.43 1,306.92 1,203.71 1,162.36 1,047.65

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 70.08 100.28 73.61 66.47 78.15

平均値 67.59 68.51 69.74 68.21 74.04

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 192.97 135.02 184.30 204.08 181.25

平均値 251.88 247.43 248.89 250.84 235.61

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 53.84 55.73 52.00 51.79 57.50

平均値 49.29 50.32 49.89 49.39 49.25

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

90.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 84.95 86.04 89.41 88.59 88.97

平均値 84.31 84.57 84.73 83.96 84.12

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【108.57】 【4.38】 【59.95】 【728.30】

【94.90】【60.09】【137.82】【100.04】

【37.36】 【4.96】 【0.27】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

施設等の老朽化により、今後、更新時期の到来及び多施
設を保有していることに伴う建設改良費等の経費が発生
することから、事業間の処理場統廃合を計画・実行し処
理場管理費等経費削減を行っている。
現在、事業を圧迫している経常経費を削減するため、不
明水対策及び処理場長寿命化工事計画を実行し、管渠更
生、汚水処理費及び電気代等削減を行っている。また、
上記計画に伴う企業債残高の増加が見込まれるが、合併
特例債等優位を企業債の活用することにより地方交付税
算入額の増加を見込んでいる。また、平成28年10月から
下水道使用料金改正（市内統一）を行った。
（平成27年2月に美作市下水道事業中期経営計画、平成
27年8月に改訂版を策定済）

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が前年
度対比で2.31％増加している要因は、減価償却費の増に
よるものである。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指標と
なる管渠の経年化が法定耐用に達していないことであ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で1.35％減少している要因
は、平成28年10月使用分から料金を改正したが経常経費
が増加したためである。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で5.65％減
少している要因は、料金改正による使用料の増加であ
る。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
313.64％減少している要因は、建設事業費の減による支
払いに係る未払金の減である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比69.42％減少している要因は、管渠施設等下水道計画
が竣工していることによる償還元金の減少である。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で9.64％減
少している要因は、平成28年10月からの料金改正したが
維持管理費が増加したためである。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で37.5％
増加している要因は年間有収水量の減である。
⑦当該値「H28 29.36 」は「H28 39.63 」と訂正。
処理水量等に係る施設利用率が前年度対比で0.40％減少
している要因は、年間有収水量の減による１日平均処理
水量の減である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で0.63％増加
している要因は、処理区内人口の減である。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 55.14 53.26 95.93 3,164 15,180 7.94 1,911.84 【】

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 非設置 28,733

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.11 0.05 0.04 0.07 0.09

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 85.65 101.13 100.57 100.44 99.09

平均値 94.73 96.59 101.24 100.94 100.85

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 17.48 19.02 31.50 33.85 36.16

平均値 12.99 13.60 22.34 22.79 22.77

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 446.28 433.31 432.95 426.06 420.41

平均値 236.15 232.81 184.13 101.85 110.77

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 558.10 471.47 281.38 550.06 236.42

平均値 243.58 290.19 63.22 49.07 46.78

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

1,800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 878.00 815.91 771.10 714.45 645.03

平均値 1,622.51 1,569.13 1,436.00 1,434.89 1,298.91

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 35.82 75.70 72.48 74.68 65.04

平均値 62.83 64.63 66.56 66.22 69.87

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 376.66 178.56 187.38 182.36 219.86

平均値 250.43 245.75 244.29 246.72 234.96

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 39.73 41.08 40.85 40.03 29.36

平均値 42.31 43.65 43.58 41.35 42.90

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 82.51 82.92 84.54 85.39 86.02

平均値 81.30 82.20 82.35 82.90 83.50

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.66】 【105.22】 【54.12】 【1,348.09】

【82.30】【42.17】【232.54】【69.80】

【23.63】 【0.00】 【0.09】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

施設等の老朽化により、今後、更新時期の到来及び多施
設を保有していることに伴う建設改良費等の経費が発生
することから、事業間の処理場統廃合を計画・実行し処
理場管理費等経費削減を行っている。
現在、事業を圧迫している経常経費を削減するため、不
明水対策及び処理場長寿命化工事計画を実行し、管渠更
生、汚水処理費及び電気代等削減を行っている。また、
上記計画に伴う企業債残高の増加が見込まれるが、合併
特例債等優位な企業債を活用することにより地方交付税
算入額の増加を見込んでいる。また、平成28年10月から
下水道使用料金改正（市内統一）を行った。
（平成27年2月に美作市下水道事業中期経営計画、平成
27年8月に改訂版を策定済）
平成28年度には、農業集落排水14施設のうち1施設の統
合を行った。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が前年
度対比で2.4％増加している要因は、減価償却費の増に
よるものである。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指標と
なる管渠の経年化が法定耐用に達していないことであ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で5.62％増加している要因
は、平成28年10月使用分からの料金改正により、経常収
益が増加したためである。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で87.29％
増加している要因は、一般会計繰入金が現金ベースであ
ることによる現金支出のない減価償却費である。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
25.98％増加している要因は、建設事業費の減による現
金の増である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比85.9％減少している要因は、管渠施設等下水道計画が
竣工していることによる償還元金の減少である。また他
団体との比率が低いのは、水洗化率にも反映している
が、下水道使用料金の回収が進んでいるためである。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で4.24％増
加している要因は、平成28年10月からの料金改正による
ものである。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で
83.65％減少している要因は年間有収水量の減である。
⑦処理水量等に係る施設利用率が前年度対比で1.75％減
少している要因は、年間有収水量の減による１日平均処
理水量の減である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で0.75％増加
している要因は、排水処理区内人口減のためである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 58.14 16.21 98.13 3,164 4,619 2.83 1,632.16 【】

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 28,733

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.04 0.03 0.02 0.01 2.05

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 83.24 71.63 83.96 83.85 89.47

平均値 92.74 93.62 97.53 99.64 99.66

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 18.86 20.05 36.36 38.77 41.17

平均値 9.00 10.11 20.68 22.41 22.90

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

0.09

0.10

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.09 0.08 0.08 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 749.29 1,011.93 1,216.74 1,397.05 1,484.34

平均値 243.13 280.08 223.09 214.61 225.39

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 200.90 412.09 375.45 523.08 549.06

平均値 162.52 124.20 33.03 29.45 31.84

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,095.47 1,026.11 962.92 886.49 800.59

平均値 1,197.82 1,126.77 1,044.80 1,081.80 974.93

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 21.97 18.37 20.66 21.63 25.87

平均値 51.03 50.90 50.82 52.19 55.32

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 637.12 763.37 681.46 652.01 568.36

平均値 289.60 293.27 300.52 296.14 283.17

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 45.13 44.72 0.00 44.45 42.70

平均値 54.74 53.78 53.24 52.31 60.65

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 83.03 85.24 87.33 87.67 88.42

平均値 83.88 84.06 84.07 84.32 84.58

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【99.11】 【206.58】 【34.54】 【914.53】

【85.01】【59.15】【276.78】【55.73】

【22.37】 【0.00】 【1.58】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

施設等の老朽化により、今後、更新時期の到来及び多施
設を保有していることに伴う建設改良費等の経費が発生
することから、事業間の処理場統廃合を計画・実行し処
理場管理費等経費削減を行っている。
現在、事業を圧迫している経常経費を削減するため、不
明水対策及び処理場長寿命化工事計画を実行し、管渠更
生、汚水処理費及び電気代等削減を行っている。また、
上記計画に伴う企業債残高の増加が見込まれるが、合併
特例債等優位な企業債を活用することにより地方交付税
算入額の増加を見込んでいる。また、平成28年10月から
下水道使用料金改正（市内統一）を行った。
（平成27年2月に美作市下水道事業中期経営計画、平成
27年8月に改訂版を策定済）
平成28年度には、小規模集合排水処理3施設のうち1施設
の統合を行った。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形固定資産減価償却率が前年
度対比で2.36％増加している要因は、減価償却費の増に
よるものである。
②③管渠老朽化率が0％で推移している要因は、指標と
なる管渠の経年化が法定耐用に達していないことであ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で1.82％減少している要因
は、平成28年10月使用分から料金改正したが、年間有収
水量が減少したことに伴い経常収益が減少したためであ
る。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で116.76％
増加している要因は、一般会計繰入金が現金ベースであ
ることによる現金支出のない減価償却費である。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
3017.27％増加している要因は、未払金の減による現金
の増である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比22.4％減少している要因は、管渠施設等下水道計画が
竣工していることによる償還元金の減少である。また他
団体との比率が低いのは、水洗化率にも反映している
が、下水道使用料金の回収が進んでいるためである。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で1.72％減
少している要因は、平成28年10月からの料金改正したが
年間有収水量が減少した。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で
96.46％減少している要因は年間有収水量の減である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で0.67％増加
している要因は、排水処理区内人口減のためである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 19.40 0.43 100.00 3,164 122 0.05 2,440.00 【】

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 非設置 28,733

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.01

0.02

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 93.12 100.03 99.28 95.96 94.14

平均値 78.53 95.45 100.51 94.85 96.10

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 27.98 30.36 32.73 35.10 37.46

平均値 21.93 23.22 26.37 33.58 32.36

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

①経常収支比率(％)

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 720.12 731.58 779.46 757.76 874.52

平均値 1,745.70 1,930.37 1,948.17 1,033.78 929.29

0.00

1,000.00

2,000.00

3,000.00

4,000.00

5,000.00

6,000.00

7,000.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 1,496.28 1,396.18 2,311.07 2,829.82 5,847.09

平均値 797.64 1,720.70 112.60 133.78 216.89

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 2,049.26 1,986.62 1,983.81 1,694.23 1,671.83

平均値 3,055.24 2,574.47 2,784.00 2,464.06 1,914.94

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 16.63 19.40 19.57 21.45 19.73

平均値 29.25 31.04 29.21 32.91 34.02

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 852.74 737.84 731.15 651.23 747.69

平均値 622.31 589.39 620.01 561.54 553.77

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 30.23 29.07 0.00 32.56 32.56

平均値 39.12 41.24 43.10 34.92 36.44

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 80.77 80.77 83.85 81.30 81.97

平均値 87.79 88.34 88.02 88.64 89.93

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【97.92】 【1,462.20】 【181.53】 【2,448.19】

【90.08】【37.13】【556.04】【33.55】

【31.69】 【0.00】 【0.01】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置 28,733

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 33.14 1.35 100.00 3,164 385 0.08 4,812.50 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で6.16％減少している要因
は、平成28年10月使用分から料金改正したが、経常経費
が増加したためである。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で6.36％減
少している要因は、平成28年10月から改正した使用料収
入の増である。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
13.67％増加している要因は、料金改正による現金の増
である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比22.05％減少している要因は、管渠施設等下水道計画
が竣工していることによる償還元金の減少である。また
他団体との比率が低いのは、水洗化率にも反映している
が、下水道使用料金の回収が進んでいるためである。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で2.54％減
少している要因は、平成28年10月からの料金改正したが
維持管理経費（修繕費）が増加した。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で
51.74％増加している要因は、維持管理経費（修繕費）
の増である。
⑦当該値「H26 - 」は「H26 102.13 」、「H27 - 」は
「H27 102.12 」と訂正。処理水量等に係る施設利用率
が前年度対比で2.12％減少している要因は、人口減少に
よる水量の減である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で0.28％減少
している要因は、排水区域内人口が減少のためである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形行程資産減価償却率が前年
度対比で3.25％増加している要因は、通常の減価償却の
増によるものである。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

平成28年10月から料金改正を行い市内を統一した。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 89.87 92.61 99.75 106.48 100.32

平均値 97.09 89.70 90.66 89.69 85.72

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 10.21 12.51 21.08 24.33 27.58

平均値 6.32 6.48 13.60 14.97 16.16

0.00
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①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 69.33 93.45 93.64 69.81 63.45

平均値 42.06 76.07 91.10 124.89 129.73

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

H24 H25 H26 H27 H28

当該値 533.47 496.40 567.98 534.38 548.05

平均値 701.64 377.59 247.48 221.76 180.07
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100.00

150.00

200.00

250.00

300.00
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【80.96】 【213.56】 【141.07】 【346.13】

【75.78】【61.71】【268.69】【59.83】

【18.22】 【-】 【-】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成28年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成28年度決算）
岡山県　美作市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

429.29 66.93 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 個別排水処理 L2 非設置 28,733

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 5.51 1.87 100.00 3,164 533 0.15 3,553.33 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率が前年度対比で1.26％減少している要因
は、平成28年10月使用分から料金改正したが、年間有収
水量が減少したことに伴い経常収益が減少したためであ
る。
②欠損金に係る累積欠損金比率が前年度対比で66.97％
増加している要因は、一般会計繰入金が現金ベースであ
ることによる現金支出のない減価償却費である。
③流動資産及び流動負債に係る流動比率が前年度対比で
1.9％増加している要因は、未払金の減による現金の増
である。
④営業収益に係る企業債残高対事業規模比率が前年度対
比15.67％減少している要因は、管渠施設等下水道計画
が竣工していることによる償還元金の減少である。また
他団体との比率が低いのは、水洗化率にも反映している
が、下水道使用料金の回収が進んでいるためである。
⑤汚水処理費に係る経費回収率が前年度対比で0.35％減
少している要因は、平成28年10月からの料金改正したが
維持管理経費が増加した。
⑥汚水処理費に係る汚水処理原価が前年度対比で
36.48％減少している要因は年間有収水量の減である。
⑦当該値「H26 - 」は「H26 34.45 」、「H27 - 」は
「H27 32.90 」と訂正。処理水量等に係る施設利用率が
前年度対比で1.03％減少している要因は、人口減少によ
る水量の減である。
⑧水洗化人口に係る水洗化率が前年度対比で3.03％増加
している要因は、排水処理区内人口減のためである。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①資産の減価償却に係る有形行程資産減価償却率が前年
度対比で2.9％増加している要因は、通常の減価償却の
増によるものである。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

平成28年10月から料金改正を行い市内を統一した。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【92.43】 【175.10】 【359.96】 【559.52】

【81.31】【122.90】【295.20】【52.20】

【37.57】 【-】 【-】


